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キラル（左右非対称）な形状の金属ナノ構造体は，キラルなプラズモン共鳴によって円偏光と

強く相互作用し，巨視的に強い光学活性（円二色性や旋光性）を示す[1]。光励起されたキラルな

プラズモンは，ナノ構造近傍に強く局在しかつ強く捻れた光電場（局在キラル光電場）を発生さ

せる。局在キラル光電場は，自由空間を伝播する円偏光よりも強くキラル物質と相互作用し，物

質のキラリティの検出感度を増強する[2]。局在キラル光電場とキラル物質の相互作用効率を最大

化することで，極微量のキラル物質の検出・分析や，光圧により左右のキラル物質を空間的に分

離することも可能になると期待される。その基礎として，局在キラル光電場の空間構造やスペク

トル特性（波長依存性）を実験的に明らかにすることが重要である。 

今回我々は，二次元でキラルな卍型金ナノ構造体の周辺で発生する光電場の円偏光度 Pcpの空間

構造を可視化し，空間平均した円偏光度 ∫PcpdS/S のスペクトル特性を実測した（下図）。ナノス

ケールでの Pcp 計測には，最近我々が開発した近接場偏光解析イメージング装置を用いた[3]。興

味深いことに，∫PcpdS/Sのスペクトルは巨視的な偏光計測で取得した旋光性スペクトルと同様に波

長 670nm付近でピークを示した。これら二つのスペクトルの類似性は，キラルナノ構造に励起さ

れるプラズモンを電場 E と磁場 B 双方の寄与のためキラリティを有する電気双極子（p = αE + 

iGB（αは電気分極率，Gは電気磁気分極率））とみなしたモデル計算により定性的に説明できる。 
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